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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても
みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます

www.ogikubohojinkai.jp
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よき経 営 者をめざすものの団 体  それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援
する全国組織、それが法人会です。現在、約 8 2 万社の会員企業、41都道県に 4 41の単位会を擁する団体として大きく発
展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリー
ダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活
動を積極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

3 第12回通常総会
●会長あいさつ　柴田豊幸／荻窪法人会 会長
●来賓あいさつ　栗村慶一／荻窪税務署 署長

6 着任のごあいさつ

7 e-Tax推進税理士事務所について

8 宇田川通宏 青年部会長インタビュー
「歴史を紡いできた先輩方への
感謝を表現しながら
楽しく盛り上げていきたい」

10 税務コーナー

13 海外（韓国）研修会

14 青年部会 第50回 総会

15 女性部会 第48回 総会

16 源泉部会 第50回定時総会・50周年記念式典・祝賀会

17 ブロック・委員会・部会からの報告
●厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会
●税制委員会
●第2ブロック
●第3ブロック
●第4ブロック
●第5ブロック
●第23支部
●青年部
●女性部会
●源泉部会

表紙について
【大田黒公園 】
大田黒公園は、著名な音楽評論家である大田黒元
雄氏の邸宅跡地を杉並区が日本庭園として整備し、
昭和 5 6 年 1 0 月1日に開園しました。園内には氏の
仕事部屋であった記念館や蔵が保存されています。
この記念館は昭和 8 年の建築で、当時としては珍し
い構造と意匠の西洋風建築です。
四季折々の風情を楽しめる日本庭園で、特に紅葉の
季節には色鮮やかな景観が訪れる人々を魅了します。
園内には鯉の泳ぐ池や茶室もあり、都会の喧騒を忘
れさせる静かな時間を過ごすことができます。誰もが
気軽に訪れることができる癒しの空間となっています。
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
12

回
通
常
総
会
が
6
月
17
日（
月
）に
吉

祥
寺
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
８
階「
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
ル
ー
ム
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
議
案
の
議
決
の
前
に
会
員
増
強
優
秀

ブ
ロ
ッ
ク
感
謝
状
、
会
員
増
強
優
秀
支

部
感
謝
状
、
会
員
増
強
功
労
者
感
謝

状
、
優
良
経
理
職
員
表
彰
状
等
の
表

彰
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
）議
決

権
を
有
す
る
正
会
員
数
9
9
2
社
、

出
席
社
総
数
6
1
6
社
、
内
委
任
状

提
出
社
5
1
4
社
で
過
半
数
を
超
え

総
会
は
成
立
し
第
1
号
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
は
志
村
正
之
副
会
長
の
開
会
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
、
柴
田
豊
幸
会
長
を

議
長
に
選
出
し
審
議
の
結
果
、
第
1
号

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
栗
村
慶
一
荻
窪
税
務
署
長
を

は
じ
め
岸
本
聡
子
杉
並
区
長
な
ど
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
加
藤
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
に
て
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第1号議案	令和5年度	 決算報告承認の件
報告事項	 令和5年度	 事業報告
	 令和6年度	 事業計画
	 	 収支予算

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

第
12
回
通
常
総
会

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

第
12
回
通
常
総
会
が
6
月
17
日（
月
）
吉
祥
寺
エ
ク
セ
ル

ホ
テ
ル
東
急
に
て
行
わ
れ
、
通
常
総
会
の
議
案
の
第
1
号
議
案
か
ら
報
告
事
項
ま
で
滞

り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
栗
村
慶
一
荻
窪
税
務
署
長
・
岸
本
聡
子
杉
並
区
長
等
多
数

の
御
来
賓
方
よ
り
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



 　4

公益社団法人荻窪法人会 会長　

柴 田 豊 幸

会 長 あ い さ つ

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 12 回 通 常 総 会

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

第
12
回
通
常

総
会
に
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
荻
窪
税
務
署
よ
り
栗
村

署
長
を
は
じ
め
と
す
る
署
の
幹
部
の
皆
様
、
関
係
官
庁
の

皆
様
、
そ
し
て
友
好
団
体
の
皆
様
に
は
、
公
私
と
も
に
ご

多
忙
の
中
、
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
公
益
社
団
化
12
年
目
と
な
り
ま
す
。
当

法
人
会
は
、
荻
窪
を
拠
点
と
す
る
企
業
や
事
業
者
の
方
々

が
集
ま
り
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
、
税

務
行
政
制
度
の
円
滑
な
執
行
へ
の
寄
与
、
ま
た
地
域
企
業

と
地
域
社
会
の
健
全
な
る
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
重
点
活
動
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
後
、
再
び
活
気
あ
る
荻
窪
に
戻
る
た
め
に
、
私
た
ち

法
人
会
が
主
体
と
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
税
に
関
す
る
活
動
を
軸
に
各
企
業
や

事
業
者
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
も
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
荻
窪
は
魅
力
的

な
街
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
十
分
に
発
信
で
き

て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
法
人
会
は
一
丸

と
な
り
、
荻
窪
の
魅
力
を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
の
活
動

も
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

と
の
連
携
を
考
え
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
荻
窪

の
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
相
互
、
地
域
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
お
互
い
を
支
え
合
う
関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

令
和
5
年
度
は
、
組
織
委
員
会
を
中
心
に
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
1
0
0
」
を
掲
げ
年
間
1
0
0
社
の
会
員
増
強

を
目
標
に
し
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
1
0
5
社
も
の

新
会
員
に
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
法
人
会
の

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
、
荻
窪
税
務
署
、
友
好
団
体
の
皆
様

へ
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
荻
窪
法
人
会
の
現
状
で
す
が
、
過
去
5
年
間
で

法
人
数
も
減
っ
て
い
て
加
入
率
は
73
％
と
東
法
連
2
位
で

あ
り
ま
す
が
、
会
員
数
は
マ
イ
ナ
ス
8
％
、
伴
っ
て
会
費

収
入
は
マ
イ
ナ
ス
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
荻
窪
法
人
会

は
積
立
金
も
あ
り
す
ぐ
に
状
況
が
悪
く
な
る
と
ゆ
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
経
済
状
況
を
考

え
る
と
法
人
の
増
加
、
経
済
の
上
昇
は
あ
ま
り
望
め
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
今
後
も
荻
窪
法
人
会
が
会
員
の
皆

様
の
お
役
に
立
つ
た
め
に
、
本
年
度
は
皆
様
と
一
緒
に
今
後

の
在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
も
ご
入
会
い
た
だ
き
、
よ
り
一

層
の
活
発
な
活
動
を
今
ま
で
以
上
に
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
本
年
度
も
皆
様
と
、
と
も
に
力
を
合
わ

せ
、
税
に
関
す
る
活
動
、
荻
窪
の
発
展
と
経
済
の
振
興
、

そ
し
て
何
よ
り
会
員
各
位
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
荻
窪
法
人
会
会
員
企
業
の
ご
発
展
並

び
に
本
日
ご
参
加
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会

「
第
12
回
通
常
総
会
」
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

柴
田
会
長
を
は
じ
め
、
荻
窪
法
人
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
税
務
行
政
に
対
し

ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
は
、
第
12
回
通
常
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
全
て
の
議
案
が
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
増
強
に
関
す
る
御
功
績
に

対
す
る
感
謝
状
、
優
良
経
理
職
員
と
し
て

の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
税
に
関
す

る
研
修
会
等
の
開
催

の
ほ
か
、
小
学
生
に

対
す
る
「
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施

や
「
杉
並
フ
ェ
ス
タ
」

等
で
の
税
務
広
報
活

動
を
通
じ
て
、
正
し

い
税
知
識
の
普
及
や

納
税
道
義
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
税
に
関

す
る
様
々
な
啓
蒙
活
動
に
大
変
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
更

に
、
一
般
に
公
開
し
て
開
催
さ
れ
る
講
演

会
等
の
文
化
事
業
、
地
域
に
密
着
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
等
の
社
会
貢
献
事
業
も

積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
寄
与
さ
れ
る
と
共
に
、
地
域

社
会
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
組
織
増
強
に
関
し
、
令
和
5
年

度
、
荻
窪
法
人
会
に
お
き
ま
し
て
は
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
0
0
」
を
掲
げ
た
新
規
会

員
増
強
1
0
0
社
の
目
標
を
見
事
達
成

さ
れ
、
多
く
の
新
し
い
仲
間
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
荻
窪
法
人
会
の
力
強
い
活

動
は
、
柴
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
、
会
員
の
皆
様
の
熱
意
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
皆
様
方
の
団
結
力

の
賜
物
で
あ
る
と
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

全
国
的
に
法
人
会
の
会
員
数
が
減
少
し

て
い
る
中
、
荻
窪
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
加
入
割
合
が
75
％
弱
で
、
東
法

連
で
は
2
番
目
と
非
常
に
高
い
割
合
で
あ

り
、
3
番
目
の
法
人
会
は
44
％
で
5
割
を

切
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
が
高
い
加
入
率
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
会
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
会
員

の
皆
さ
ん
も
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
更
に
活
発
で
魅
力
あ
る
会
活

動
を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
10
月
に
は
「
消
費
税
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
多
数
開

催
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
機
会
で
周
知
・

広
報
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
が
大
き
な
混

乱
な
く
開
始
で
き
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

最
後
に
税
務
署
か
ら
の
お
願
い
が
ご
ざ
い

ま
す
。

国
税
当
局
に
お
い
て
は
、
納
税
者
利
便

の
向
上
や
税
務
行
政
全
体
の
効
率
化
に
加

え
、
社
会
全
体
の
D
X
推
進
へ
の
貢
献
も

図
る
観
点
か
ら
、
税
務
行
政
の
D
X
の
更

な
る
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
1

月
か
ら
電
子
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
保
存

の
完
全
義
務
化
が
開
始
し
た
電
子
帳
簿
等

保
存
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、
荻
窪
法
人
会

の
皆
様
方
と
の
連
携
・
協
力
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
に
対
し
て
、

e

–

T
a
x
の
利
用
や
年
末
調
整
手
続
の

電
子
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
、
そ
の
他

会
計
・
税
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
た
様
々

な
側
面
か
ら
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進

を
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
と
よ
り
緊
密
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
協
調
を
一
層

深
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
皆
様
方
の
事

業
の
ご
繁
栄
並
び
に
本
日
お
集
ま
り
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荻窪税務署 署長　

栗 村 慶 一

来 賓 あ い さ つ

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 12 回 通 常 総 会
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7月は署の異動の時期にあたります。1年間で異動される方、2年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻窪法人会
においては役員会、ブロック研修会、各委員会、各部会で大変お世話になりました。着任された山田憲彦荻窪税務署長
をはじめ税務署の幹部の方々には、今後多くの研修会で講師をお願いする事になると思います。
ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様

に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
広

島
国
税
局
柳
井
税
務
署
か
ら
転
任
し
て

ま
い
り
ま
し
た
山
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
栗
村
署
長
同
様
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

柴
田
会
長
を
は
じ
め
、
荻
窪
法
人
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の
創
立

以
来
、「
良
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の

団
体
」と
し
て
、「
税
知
識
の
普
及
」と「
納

税
意
識
の
高
揚
」
を
図
る
た
め
の
各
種

研
修
会
や
講
演
会
の
開
催
は
も
と
よ
り
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
や
会
員
相
互
の

交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
大
変
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
組
織
で
あ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
は
、
毎

年
積
極
的
な
会
員
増
強
運
動
を
展
開
さ

れ
、
東
京
都
内
で
も
1
、
2
を
争
う
高

い
組
織
率
を
維
持
さ
れ
て
お
り
、
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
は
大
変
心
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
Z
o
o
m
を

取
り
入
れ
た
研
修
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
等
の
各
種
事
業
を
活
発
に
展
開
さ

れ
、「
税
知
識
の
普
及
」
や
「
納
税
意
識

の
高
揚
」
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
皆

様
方
の
ご
熱
意
と
ご
尽
力
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
国
税
組
織
は
、
税
務

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
税
務
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
納
税
者

が
税
務
署
に
出
向
く
こ
と
な
く
自
宅
や

事
務
所
等
か
ら
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
e-

T
a
x
の
一
層
の
普
及
や
、

添
付
書
類
も
含
め
た
電
子
化
、
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
の
利
用
促
進
な
ど
、
国
税
庁
の

使
命
で
あ
る
「
納
税
者
の
自
発
的
な
納

税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実

現
す
る
」
た
め
、
更
な
る
納
税
者
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
行
政
の
効
率
化
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
税
に
対
す
る
よ
き
理
解
者
と
し
て
引

き
続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
荻

窪
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

荻
窪
税
務
署
長
　

山
田
憲
彦

SUEYASU Naoki

YAMADA Norihiko

着 任 のご あ いさ つ

幹
部
の
ご
紹
介

法
人
担
当
副
署
長

末
安
直
貴



日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひとつにe-Tax普及推進がござい
ます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するためには会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご
協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行うとご回答いただいた先生

方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発したところ87名の先生方より快く承諾をいただきました。
このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組んでおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先
生、うちの会社次の決算は電子申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展していくと思います。何卒皆さま

方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。
税制委員会（e-Tax担当）

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e-Tax推進税理士事務所について

地域 氏名 住所 事務所連絡先

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336-6457
中田哲也 西荻南2-19-10美光ビル2階 5941-5690
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333-4868
内山千枝 西荻南3-8-16-902 3334-5021
佐山政雄 西荻南3-9-11-501 3333-0221
千葉繁樹 西荻南3-18-14松本ビル2階 050-5527-4372
飯沼英男 西荻南4-8-11 5941-8618

久我山 小島孝子 久我山2-7-25-205 090-6854-2140
小松原英二 久我山5-7-8 3333-9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370-8518
新出小百合 久我山5-30-21-302 3247-5060
新江洋子 久我山5-36-22-201 3335-7425

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334-1305
小松原伸元 宮前4-31-1 5941-9239
小松原英雄 宮前5-7-19 3331-3266
稲澤聡 宮前5-10-5 3247-7194

荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397-8026
永井敏雄 荻窪2-27-11 5397-6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15第3野村ビル300号 3392-1101
望月英仁 荻窪4-6-24-201 5347-2945
黒岩民子 荻窪4-12-12　ISHIIレジデンス201 6795-5216
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394-1123

岩崎智香子 荻窪4-32-25
ニューキャッスル荻窪301号 3392-1198

釜谷彰一 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6006
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398-8812
山﨑厚税理士事務所 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 6699-1758
山田真治 荻窪5-13-9-402 080-9891-4783
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393-2671
池田幸弘 荻窪5-16-14カパラビル8階 5335-7981
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347-9930
大島康司 荻窪5-22-12戸田ビル205 5335-7465
税理士法人茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393-0211
青葉総合税理士法人 荻窪5-26-9コスモＹビル5Ｆ 3398-0523
大澤栄子 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘404 6276-9015
武井成浩 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘904 6765-6376
熊澤眞理子 荻窪5-29-10 本橋ビル305号室 6915-1807
税理士法人あかいけい 荻窪5-30-12グローリア荻窪705 5292-5377

松庵 税理士法人河合会計事務所杉並事務所 松庵2-17-7 6362-3630
大槻一弘 松庵3-38-20 KURA松庵305 6795-8420

地域 氏名 住所 事務所連絡先

井草 堀真由美 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397-6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310-3228

上井草 竹田雄輔 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-105 6913-8665
久保木浩志 上井草3-31-23 堀野ビル201 5303-4823

下井草 税理士法人稲村会計事務所 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382-2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397-5118
田子周一 下井草4-33-12 3395-3343

今川 中村行雄 今川3-8-4 3399-3976
小林滋子 今川3-30-7 5938-5100

桃井 古賀雄子 桃井3-6-1-1401 6765-2388
西荻北 下島聡司 西荻北2-3-9トラストビル5F 6454-7471

馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394-5922
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301-5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303-6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423-0566
梅林邦彦 西荻北3-14-9 3395-0211
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399-0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303-5781
青木秀壽 西荻北4-33-17 3390-4313

上荻 フォーライフ税理士法人 上荻1-5-2コロナビル6階 3391-6309
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391-5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391-1044
今村千恵子 上荻1-18-12春木家ビル 6915-1303
永井久美子 上荻1-18-12上荻寿ビル3階 5347-5358
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393-7571
コンパスみらい税理士法人 上荻1-21-23 3392-5555
小島麻里 上荻1-23-19東神荻窪ビル4F 6913-0520
藤村茂 上荻2-19-18RKII2階 6231-1701
小澤俊夫 上荻2-19-18RKII2階 3391-8731
森田光雄 上荻2-19-18RKII2階 6874-7851
和田実 上荻4-19-22-603 3395-1131
岡田茂 上荻4-23-9 3395-3111

本天沼 小野寺誠税理士事務所 本天沼2-41-8 5303-1680
清水 黒川えり 清水1-14-5-302 090-8479-0152
南荻窪 永井克宏 南荻窪4-7-9 6317-7249
天沼 桑山務 天沼1-2-3 3398-1316

鯉渕洋行 天沼1-11-13 090-8039-4867
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392-5455
池上資産会計事務所 天沼1-41-6 5932-5128
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794-7334
石澤潔 天沼3-12-19 3398-4910
加藤俊也 天沼3-16-11-202 6795-6800
井上仁 天沼3-27-2荻窪MTビル1階 3392-4177
阿部俊郎 天沼3-32-4フラット荻窪105 080-7111-5295

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 令和6年6月25日現在
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荻窪法人会青年部会創立 50 周年という節目を迎える今年、青年部会長を務める
武蔵商事株式会社 専務取締役 宇田川通宏氏にお話を伺いました。
幼稚園の頃に始めた基礎スキーの話、趣味である将棋やブラジリアン柔術の話、荻窪の街について等、
ユーモラスなエピソードもはさみながら、終始笑いの絶えないインタビューとなりました。

宇 田 川 通 宏
青年部会長インタビュー

歴 史を紡いできた先 輩 方への
感 謝を表 現しながら
楽しく盛り上げていきたい

聞き手／前田薫範・岡 博之・松崎淳一

I N T E R V I EW

部
活
は
基
礎
ス
キ
ー

　

宇
田
川
通
宏
青
年
部
会
長
は
昭
和
53
年
1

月
、
杉
並
区
荻
窪
の
お
生
ま
れ
で
す
。
小
学

校
か
ら
は
国
立
市
の
小
中
高
一
貫
教
育
の
学
校

に
12
年
間
通
い
、
大
学
の
4
年
間
は
神
奈
川

県
に
通
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
第
一
勧
業
銀
行（
現
在
の
み

ず
ほ
銀
行
）に
就
職
し
て
か
ら
の
9
年
間
は
転

勤
族
と
な
り
、
浜
松
町
支
店
、
日
本
橋
支
店
、

本
部
な
ど
で
勤
務
し
た
後
、
31
歳
の
時
に
荻

窪
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
一
人
っ
子
で
し
た
の
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
祖
父

母
か
ら『
あ
な
た
は
宇
田
川
家
の
跡
継
ぎ
だ

か
ら
ね
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
な
が

ら
に“
い
ず
れ
は
家
を
継
ぐ
ん
だ
な
”
と
い
う

思
い
は
あ
り
ま
し
た
。
完
全
に
洗
脳
で
し
た
ね

（
笑
）」

　

幼
稚
園
か
ら
ス
キ
ー
を
始
め
、
ス
キ
ー
競
技

の
一
種
で
あ
る
滑
り
の
美
し
さ
を
競
う
“
基
礎

ス
キ
ー
”に
熱
中
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
学
2
年
生
の
頃
に
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所

属
。
大
学
の
基
礎
ス
キ
ー
部
で
は
全
国
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
集
ま
る
大
会
に
も
出
場
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
場
な
ど
の
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
に
は
、
ひ
た
す
ら
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。
シ
ー
ズ
ン
の
冬
場
は
、
白
馬
村
の
岩
岳
ス

キ
ー
場
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
き
な

が
ら
4
ヶ
月
間
山
籠
も
り
と
、
ス
キ
ー
三
昧
の

学
生
生
活
で
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
選
手
契
約
が
終
了
し
て

か
ら
は
殆
ど
ス
キ
ー
は
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

第
一
勧
業
銀
行
か
ら
宇
田
川
グ
ル
ー
プ
へ

　

大
学
卒
業
後
、
2
0
0
0
年
に
第
一
勧
業
銀

行
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
金
融
再
編

の
過
渡
期
で
、
入
社
し
た
翌
々
年
に
富
士
銀
行
、

日
本
興
業
銀
行
と
合
併
し
て“
み
ず
ほ
銀
行
”

と
な
り
ま
す
。

　

最
初
は
浜
松
町
支
店
に
配
属
と
な
り
、
次
に

日
本
橋
支
店
、
両
支
店
で
法
人
営
業
に
従
事

し
た
後
、
本
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
や
企
業
コ
ン
サ
ル
な
ど
を
専
門
に
扱

う
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
は
会
社
を
継
ぐ
こ

と
が
分
か
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、“
こ
の
人
が

う
ち
の
会
社
に
来
た
ら
ど
う
か
だ
ろ
う
か
？
”と

い
う
視
点
で
も
周
り
の
仲
間
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
終
わ
り
を
告
げ
荻
窪

に
戻
っ
て
き
た
時
、
事
業
継
承
面
で
の
不
安
は

無
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
地
元
の
人
間
関
係
、

ど
の
よ
う
な
人
が
街
に
い
る
の
か
？
と
い
う
こ
と

が
不
安
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

荻
窪
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
の
数
年
間
は
社
業
に

専
念
し
、
そ
の
後
、
ち
ょ
う
ど
青
年
部
会
40
周

年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
荻
窪
法
人
会
に
入
会
し
ま

し
た
。

「
荻
窪
で
商
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
中
で
、
地

元
に
ど
う
い
う
人
が
い
る
の
か
と
不
安
で
し
た
が
、

入
っ
て
み
れ
ば
法
人
会
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
良
い

人
ば
か
り
で
、“
自
分
は
凄
く
運
が
良
く
恵
ま

れ
て
い
る
な
”と
思
い
ま
し
た
」
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趣
味
に
つ
い
て

　

中
学
高
校
の
頃
に
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で“
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
2
”や“
サ
ム
ラ
イ
ス
ピ

リ
ッ
ツ
”
な
ど
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ

し
て
い
て
、
ゲ
ー
ム
専
門
誌
が
主
催
す
る
大
会

に
も
出
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
を
や
め
て
か
ら
は
特
に
趣
味
が
無
く
、

趣
味
を
探
す
た
め
に
色
々
な
人
に
相
談
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
た
中
、
当
時
藤
井

聡
太
先
生
が“
デ
ビ
ュ
ー
以
来
29
連
勝
”
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
で
、
幼
少
期
祖
父
と
将
棋
を
指
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
再
び
将
棋
を
始
め

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。“
将
棋
ウ
ォ
ー
ズ
”と
い

う
世
界
中
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
対
戦

で
き
る
便
利
な
将
棋
ア
プ
リ
が
あ
り
、
始
め
て

み
る
と
凄
く
面
白
く
て
ハ
マ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
初
段
に
昇
段
し
た
の
が
始
め
て
半
年
ぐ
ら
い

だ
っ
た
ん
で
す
よ
！
奨
励
会
に
入
る
小
学
生
ば

り
の
上
達
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
の
で“
天
才
か
な

⁈
”
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
か
ら
二
段

に
上
が
る
ま
で
に
5
年
程
か
か
り
、
み
ん
な
に

追
い
抜
か
れ
ま
し
た（
笑
）」

「
い
ま
好
調
な
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の
1
年

以
内
に
三
段
ま
で
上
が
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と

い
う
所
で
す
」（
取
材
後
無
事
に
三
段
昇
段
！
）

　

将
棋
教
室（
荻
窪
将
棋
サ
ロ
ン
）に
通
い
女

流
棋
士
に
習
っ
た
り
、
将
棋
の
家
庭
教
師
を
つ

け
た
り
し
て
精
進
す
る
中
、
藤
井
聡
太
先
生

の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を
観
戦
す
る
た
め
に

日
帰
り
で
名
古
屋
ま
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
Y
o
u
Tu
be
で
将
棋
の
ゲ
ー
ム

実
況
配
信
を
観
て
、
定
石
の
指
し
方
や
自
分

が
苦
手
と
し
て
い
る
戦
型
な
ど
の
勉
強
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
序
中
盤
は
Y
o
u
Tu
be
な
ど
で
コ
ツ
コ
ツ
勉

強
し
て
い
る
の
で
有
利
に
指
し
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
底
力
が
無
い
の
で
終
盤
で
逆
転
さ
れ
が
ち

な
ん
で
す
よ
ね（
笑
）」

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
る
先
輩
に「
将
棋

が
好
き
な
ん
だ
っ
た
ら
、
柔
術
も
面
白
い
と
思

う
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
将

棋
の
様
な
先
読
み
の
戦
術
や
駆
け
引
き
、
技

術
を
駆
使
す
る
格
闘
技
“
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔

術
”
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
の
ブ
ラ
ジ

リ
ア
ン
柔
術
ジ
ム
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
始
め

て
3
ヶ
月
ほ
ど
で
す
が
、
ほ
ぼ
毎
週
通
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
柔
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
渋
い
で
す
よ
、
無
茶
苦
茶
渋
い
。
立
ち
技
が

無
く
基
本
は
寝
技
な
の
で
。
練
習
は
、
ガ
ー

ド
の
仕
方
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
が
中

心
で
す
。
先
生
が
動
画
を
撮
っ
て
く
れ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
妻
に
見
せ
る
と『
ど
っ
ち
が
勝
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）」

「
将
棋
と
同
じ
で“
こ
う
来
た
ら
、
こ
う
来
る
”

と
い
う
よ
う
な
定
石
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
ん

で
す
よ
ね
、
そ
れ
が
面
白
い
で
す
。
で
も
、
頭

で
は
分
か
っ
て
い
て
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と

結
局
最
後
は“
ワ
ォ
ー
”っ
て
力
任
せ
に
い
っ
て

し
ま
い
、
ま
だ
ま
だ
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ

ん（
笑
）」
と
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

街
の
た
め
に
良
い
仕
事
を
し
て
い
こ
う

「
荻
窪
に
生
ま
れ
荻
窪
に
住
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
も

荻
窪
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

事
業
者
と
し
て
保
有
物
件
の
9
割
以
上
を
地

元
に
集
中
さ
せ
、
荻
窪
か
ら
得
た
収
益
を
荻

窪
に
再
投
資
し
て
い
く
こ
と
で
、
荻
窪
の
街
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
。
街
の
魅
力
が
向
上
す

る
こ
と
で
長
期
的
に
は
自
社
グ
ル
ー
プ
の
資
産

価
値
も
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
好
循
環
を
作
れ

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
荻
窪
の
魅
力
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み

ま
し
た
。

「
単
純
な
不
動
産
価
値
を
言
え
ば
都
市
部
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

同
じ
よ
う
な
立
地
条
件
の
他
の
街
に
比
べ
て
荻

窪
は
土
地
に
対
す
る
愛
情
が
深
い
人
が
多
く
、

住
ん
で
い
た
り
働
い
て
い
た
り
す
る
人
の
文
化

的
意
識
も
高
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
荻
窪
で
生

ま
れ
て
、
荻
窪
で
育
っ
て
、
荻
窪
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
し
て
、
荻
窪
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
方
が
多

い
エ
リ
ア
な
の
で
、
よ
り
荻
窪
に
愛
着
が
深
い

人
が
多
い
気
が
し
ま
す
」

　

最
後
に
青
年
部
会
創
立
50
周
年
へ
の
心
構

え
を
伺
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
歴
史
を
紡
い
で
き
た
先
輩
方
へ
の

感
謝
を
し
っ
か
り
と
表
現
し
な
が
ら
、
楽
し
く

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
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令和6年5月23日（木）～25（土）に海外（韓国）研修会が開催されました。総勢13名の方がご参加されました。
初めてお会いする方も多く親睦を深めることのできる良い機会となりました。
5月23日（木）ソウル金浦空港到着後、景福宮へ行きました。移動中の車のなかで「韓国の税金」に関する
資料を配布し、皆様とご一緒に韓国の税について勉強いたしました。お天気にも恵まれ、景福宮の観光はとて
も素晴らしかったです。ガイドの方が歴史や建物1つ1つについて、とても分かりやすく、丁寧に解説いただき、
1時間ほどゆっくり歩きながら見学いたしました。その後ホテルにチェックインをし、明洞を散策。夜はプデチゲ、
チャプチェ、チヂミ等の韓国料理を食べながら親睦を深めました。
5月24日（金）終日自由行動の日程の日は、有志で集まり、朝は南大門へ行き朝食を食べ、市場を散策。その後、
ロッテ免税店明洞本店に立ち寄り、ホテルの近くでランチを食べ解散。夜は皆様で生ユッケと活きタコを食べま
した。日本では食べれないので、大変珍しく美味しかったです。
5月25日（土）明洞市内で参鶏湯を食べてから、ソウル金浦空港へ向かい、羽田空港到着後、解散となりました。
3日間という短い日程ではありましたが、景福宮観光、明洞でのショッピング、思い思いに過ごす2日目の自由
行動等、楽しい研修会となり、皆さま笑顔での帰国となりました。
ご参加いただきました皆様におかれましては、この場をお借りいたしまして、心より御礼申し上げます。

開催日：令和 6年 5月2 3日（木）～ 2 5日（土）

海 外（韓 国）研 修 会
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令和6年4月16日（火）に青年部会第50回総会が、法人会2階会議室において開催されました。
ご来賓は荻窪税務署より栗村署長、棟方副署長、小関法人課税第一部門統括官、杉下法人課税第一部門審理上

席調査官、荻窪法人会からは柴田会長、矢澤副会長がお越しくださいました。
宇田川部会長就任後初めての総会となりました。部会長挨拶では、コロナ禍を超え、ようやく全ての例会についてコ

ロナ前とほぼ同等の活動ができた1年間の事業報告がされ、青年部会の活気が戻ってきたことをお知らせできました。
今年度は青年部会を築き上げてくださった諸先輩や法人会員の皆様に感謝の気持ちを込めた「青年部会 50 周年記

念式典 」を10月に控え、それに向けての取り組みとご参加の呼びかけをさせていただきました。
総会後の懇親会は場所をはなやに移して開催し、ご来賓の皆様も出席いただき懇親を深める場となりました。
前回の総会で青年部会の定年制度の延長（48 歳から50 歳へ）があったこともあり、現役世代の延長に伴い、今後は

コロナ前以上の活気を作れるものと思っております。50 年の節目としての青年部会が今後さらに成長を続けられるように
部会員一同盛り上げてまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

青年部会第50回総会～節目となる総会～

青年部会
第50回 総会

青年部会 副部会長 吉冨裕馬
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令和6年5月16日（木）に小田急ホテルセンチュリーサザンタワー21階【遥】に於いて「女性部
会 第48回総会・懇親会」が行われました。

ご来賓として荻窪税務署より栗村署長、棟方副署長、法人課税第1部門杉下審理上席調査官、
荻窪法人会より柴田会長、加藤副会長のご臨席を賜り、総勢23名の参加でした。

総会では、江島部会長が議長に選出され、第1号議案から第4号議案を皆様にご審議いた
だき、全ての議案が可決されました。その後、御祝辞を柴田会長と栗村署長より賜りました。

懇親会はご来賓の方々もご一緒にテーブルを囲み、美味しいお料理とお酒をいただきながら、
楽しい話に花が咲き、素晴らしい時間を過ごすことができました。最後に親会監事の山下様よ
り中締めをいただきお開きとなりました。

女性部会では、今年度も多くの行事を予定しておりますので、ぜひご参加ください。

「女性部会第48回総会」が開催されました。

女性部会
第48回 総会

女性部会
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源泉部会
第50回定時総会

50周年記念式典・祝賀会
源泉部会

令和6年4月23日（火）ヒルトン東京【藤】において源泉部会 第50回定時総会・50周年記念式典・祝賀会が開催さ
れました。

第1部の第50回定時総会では、ご来賓として荻窪税務署より栗村署長、棟方副署長、法人課税第1部門小関統括官、
法人課税第1部門甲斐上席調査官、荻窪法人会より柴田会長、神谷副会長のご臨席を賜り、部会員25名の参加で開催
されました。中島幹事の司会のもと、井上部会長より挨拶をいただき、「皆勤賞・精勤賞授与式」が行われました。その後、
井上部会長が議長に選出され、第1号議案から第4号議案まで各議案につき、各担当者から報告及びご提案があり、全て
の議案が満場の拍手で承認されました。柴田会長と栗村署長から御祝辞を頂戴し、第50回定時総会は閉会となりました。

第2部の50周年記念式典では、ご来賓は総会に引き続き荻窪税務署4名と荻窪法人会2名、法人会理事・監事11名、
部会員27名、元部会員2名で開催されました。鹿取幹事の司会のもと、御祝辞を井上部会長、柴田会長、栗村署長よ
りいただき、閉式の辞を鎌田副部会長よりいただきました。

第3部の50周年記式典祝賀会では、ご来賓の荻窪法人会2名、法人会理事・監事11名、部会員28名、元部会員
2名で開催されました。岩崎副部会長の司会のもと開宴挨拶を神谷副会長よりいただき、乾杯挨拶を小竹名誉会長より
いただきました。美味しいお料理とお酒をいただきながら、昔話にも花が咲き、皆様大変楽しい時間を過ごされている
ようでした。最後に斎藤副部会長より中締めをしていただき、閉会となりました。

今日まで源泉部会が活発で会員の皆様のお役に立てる部会に発展できましたのは、荻窪税務署の歴代署長と幹部
の皆様、そして会員企業の経営者の皆様のご理解とお力添えの賜物であると存じます。心より御礼申し上げます。今後
も源泉部会が各企業のお役に立てるよう、切磋琢磨し、頑張ってまいりたいと存じます。引き続き、皆様のご理解、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

源泉部会第50回定時総会・50周年記念式典・祝賀会が開催されました
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追悼のことば
故 八方淑夫 副会長を偲んで

八
方
副
会
長
に
は
令
和
6
年
の
荻
窪
法
人
会 

新
年
賀
詞
交
歓
会
に
は
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
に
、
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
驚
き
と
深
い
悲
し
み

を
抱
い
て
い
ま
す
。

長
年
ご
交
誼
を
賜
り
ま
し
た
我
々
は
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

八
方
副
会
長
は
、
平
成
11
年
5
月
に
青
年
部
会
部
会
長
に
就
任
し
、
そ

の
後
、
研
修
委
員
長
、
総
務
委
員
長
、
平
成
27
年
6
月
に
副
会
長
を
歴

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

個
人
的
な
こ
と
で
す
が
お
父
様
の
八
方
俊
夫
さ
ん
に
は
、
荻
窪
法
人
会
会

長
・
荻
窪
優
法
会
会
長
・
嵐
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
ハ
ウ
ス
委
員
長
の
時
代
に
お

仕
え
し
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
子
息
の
八
方
淑
夫
さ
ん
を
お
父
様
の
八
方
俊
夫
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た

だ
い
て
か
ら
、
も
う
40
年
近
く
前
に
な
り
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
の
青
年
部

で
共
に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
私
の
次
の
青
年
部
会
長

を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
の
が
八
方
淑
夫
さ
ん
で
し
た
。
抑
え
る
と
こ
ろ

は
し
っ
か
り
押
さ
え
、
頼
り
が
い
の
あ
る
、
信
頼
で
き
る
人
柄
で
、
今
の
青

年
部
の
礎
を
作
っ
て
く
れ
た
一
人
で
す
。

ま
た
、
法
人
会
の
こ
と
、
会
社
の
こ
と
、
相
続
の
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
時
々
電
話
を
い
た
だ
き
ご
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
20
年
以
上

前
で
す
が
、
突
然
電
話
が
あ
り
「
ゴ
ル
フ
道
具
を
一
式
買
い
た
い
の
で
一
緒
に

買
い
に
行
っ
て
ほ
し
い
」と
依
頼
が
あ
り
、
買
い
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
寂
し
い
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
で
の
荻
窪
法
人
会
・
杉
並
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
困
難
な
時
代
の
か
じ
取
り
を
お
願
い
で
き
る
人
材
と
期
待

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
会
社
の
こ
と
、
法
人
会
・
地
域
の
活
動
等
、

ご
本
人
が
一
番
残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

八
方
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
空
の
上
か
ら
私
た
ち
荻
窪
法
人
会
を
見
守
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
。

合
掌
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

会
長 

柴
田
豊
幸

八
方
さ
ん
の
訃
報
を
知
っ
た
時
、
余
り
の
驚
き
に
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
あ
っ
て
お
話
す
る
機
会
が
減
り
、

大
病
を
患
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

私
と
八
方
さ
ん
と
の
出
会
い
は
青
年
部
会
だ
っ
た
。
八
方
さ
ん
が
部
会

長
の
時
、
幹
事
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
直
接
依
頼
を
受
け
た
の

だ
が
、
自
信
が
な
く
一
旦
は
お
断
り
し
た
。
す
る
と
、
「
サ
ポ
ー
ト
す
る

か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」
と
柔
和
な
顔
で
言
わ
れ
た
の
で
、
お
引
き
受
け
し

た
。
実
際
、
会
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
自
ら
事
業
計
画
書
と
報
告
書

の
整
備
を
し
た
り
、
例
会
の
外
部
講
師
の
ア
テ
ン
ド
を
直
接
行
っ
た
り
、

色
々
助
け
て
い
た
だ
い
た
。
会
の
ト
ッ
プ
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
勉

強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

八
方
さ
ん
を
一
言
で
表
す
と
ス
マ
ー
ト
な
方
だ
と
思
う
。
賢
い
の
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
ス
マ
ー
ト
の
も
う
一つ
の
意
味
“
カ
ッ
コ
イ
イ
”
人
だ
っ
た
。
大
声

で
ガ
サ
ツ
な
私
と
違
い
、
飲
み
会
で
も
上
品
だ
っ
た
。
ス
ー
ツ
姿
も
決
ま
っ
て

い
て
、
多
く
の
人
か
ら
実
年
齢
よ
り
も
若
々
し
く
見
ら
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
八
方
さ
ん
は
私
の
憧
れ
る
先
輩
の
一
人
だ
っ
た
。
で
も
ね
、
八
方

さ
ん
、
天
国
に
逝
く
に
は
若
す
ぎ
ま
せ
ん
か
、
ま
だ
色
々
教
え
て
い
た
だ

き
た
か
っ
た
の
に
・
・
・

八
方
さ
ん
の
笑
顔
と
凛
と
し
た
佇
ま
い
を
記
憶
に
留
め
て
、
お
別
れ
の

言
葉
を
贈
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

副
会
長 

矢
澤
規
充
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ブロック

第4ブロックお花見の会 第4ブロック ブロック長 中川一

待ちにまった『お花見の会』

ブロック

第3ブロック・支部合同花見大会 第3ブロック

今年は花見大会ギリギリの開花

令和 6 年 3 月2 3日（土）に毎年恒例でした『 第 4ブロックお花見の会』が 5 年ぶりに感
染対策の制限なしで開催されました。久我山にあるシーダー H ATAをお借りして4 3 名
の参加でした。この場所は神田川沿いにある多目的スペースでして、天候に左右されず
に開催できる有り難い場所です。

ところで肝心の桜の花は、一輪も咲いておらず設定した日程が早かったようです。そん
な主役の居ないお花見の会ですが、美味しい料理とお酒が並ぶテーブルを囲い、会話
も弾んで会場はたちまち賑やかな雰囲気になりました。参加された方から食べ物や飲み
物の持ち寄りもあって、より一層豪華な味を満喫出来ました。ローストビーフ、シューク
リーム、自家漬けのキュウリ、焼き鳥、寿司、地ビールのサーバー、瓶出し焼酎、スパー
クリングワイン、鹿児島の焼酎、等々とあらゆる品の持ち込みでした。そして会員の酒屋
さんからは、能登半島地震の復興支援として、能登のワインも差入れしていただきました。

長か った感染自粛が明けて、ご参加された皆さんの表情は、本当に嬉しそうに会話
や料理を楽しんでいました。これからも続けてゆきたい行事だと改めて思いました。

令和 6 年 3 月3 1日（日）善福寺公園に於いて久々の「 第 3ブロッ
ク・支部合同花見大会」が 1 4 名の参加で開催されました。

例年だとこの時期の桜は散りはじめている事が 多いのですが、
今年は花見大会ギリギリの開花となりました。 最高気温 2 5 度程
度の晴天となり、お天気にも恵まれ、お昼頃にはどんどん桜も花
開き、楽しく素敵な花見大会となりました。

ブロック・委員会・部会からの報告

女性部会

第18回法人会全国女性フォーラム（広島大会） 女性部会 会計 渡辺優子

全国から約1700名が参加し、会場内は活気に満ち溢れていました

令和 6 年 4 月1 8日（木）に広島グリーンアリーナで開
催された第 1 8 回法人会全国女性フォーラムに、江島部
会長とご一緒に参加させていただきました。全国から約
1700名が参加し、会場内は活気に満ち溢れていました。

大会では、指揮者である下野竜也氏の講演と広島交
響楽団による演奏があり、素晴らしい音色に心を動かさ
れました。また、ヴィオラ奏者の沖田孝司氏と、ピアニ
ストである奥様の被爆ピアノを使 っての演奏や、山根神
楽団による舞の披露があり、平和と伝統の素晴らしさを
肌で感じることができました。 広島法人会による活動事
例発表では、 絵はがきコンクールを最初に始めたのは
広島法人会であるということを知り、最初は小さな活動
でも、続けていればやがて大きな活動になるのだと思い
ました。

フォーラム終了後には広島焼きを食べに行き、広島県
の魅力が深まったと共に、学びあるとても素晴らしい一
日となりました。
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ブロック・委員会・部会からの報告

青年部会

オギボン祭り2024 青年部会

税金クイズ「輪投げでタックス！（税金）」

令和 6 年 5 月1 1日（土）～ 1 2日（日）に荻窪タウ
ンセブン8 階あおぞらぱーくにおいて「オギボン祭り」
が開催されました。両日ともお天気にも恵まれ、本
当に多くの方々で賑わっていました。

荻窪法人会青年部会のブースでは「輪投げでタッ
クス！（税金）」という事で、税金クイズに答えたり、
1 億円の重さを体験できるレプリカを持ち上げられた
り、輪投げをしてお菓子をもらえたりするブースを出
展しました。小さなお子様から小学生まで多くの方々
にご 参加いただき、 用意していたうまい 棒 2 , 0 0 0
本を配りました。子どもたちに税に興味関心を持っ
ていただく素晴らしい租税教育の機会になりました。

ブロック

第4ブロック・支部合同総会 第4ブロック ブロック長 中川一

旨い料理の店で交流会開催・親睦を深める

令和 6 年 5 月1 4日1 8 時より西武信用金庫さん西荻窪支店の会議室でブロック・支部合同総
会を開催しました。3 4 名の参加です。小島副ブロック長の司会で進行しました。先ずは1 6 ～
2 0 支部を分散会方式で支部総会が開催されました。各支部の議案は、滞りなく承認されました。
その後は、参加者全員でブロック総会です。私が議長を務め、第 1 号議案から第 4 号議案まで
報告と提案が審議されました。今年度は、収支予算案の減額があったため、「 予算縮小で今まで
通りに活動できるのか」と心配される意見がありました。予算捻出の方法と今後の見通しを説明し
て理解を求めました。このような活発な意見もありましたが、ブロックの各議案も承認されました。

この後は、会場を移動しての交流会です。会員のお店「 綱べこ」さんで 3 6 名の参加でした。料
理もお酒も美味しいお店で、箸も会話も進み親睦を深めました。参加された皆様が大盛況の中、
中原副ブロック長の中締めで、お開きとなりました。

ブロック

第3ブロック・支部合同総会 第3ブロック

懇親会には多くの方が参加し活気を感じました

令和 6 年 5 月1 7日（金）午後 6 時よりジュノンにおいて、4 1 名の参加で「 第 3ブロック・
支部合同総会」が開催されました。江島ブロック会計の司会のもと、矢澤ブロック長よりあ
いさつをいただき、第 1 部では各支部にわかれ、第 1 号議案から第 4 号議案まで各議案に
ついて報告及び提案されました。第 2 部では矢澤ブロック長が議長に選出され「 第 3ブロッ
ク通常総会」が行われ、第 1 号議案から第 4 号議案まで各議案につき、各担当者から報
告及びご提案があり、全ての議案が満場の拍手で承認されました。第 3 部の会員懇親会で
は、矢澤ブロック長より乾杯のあいさつをいただき、懇親会がスタートしました。多くの方に
ご参加いただき、大変活気もあり、皆様の楽しそうなご様子がとても嬉しかったです。最後
に長田副ブロック長より中締めのあいさつをいただきお開きとなりました。

税制委員会

税制講演会 税制委員会

「税制特別講演会」が開催されました。

令和 6 年 4 月1 9日（金）午後 4 時より「 税制講演会」が開催されました。当日は法
人会 2 階会議室 1 2 名、オンライン（Z o o m）8 名の参加でした。

今回の税制講演会は 2 部構成となっており、 第 1 部では「 資産税関係（ 相続時
精算課税制度の見直し・暦年課税における相続前贈与の加算期間の見直し）」に
ついて荻窪税務署 資産課税第 1 部門 上席調査官 堀田様にお話いただきました。
第 2 部では「 所得税の定額減税の概要 」について荻窪税務署 法人課税第 1 部門 
審理上席調査官 杉下様にお話いただきました。皆様熱心に受講されていました。
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ブロック

第5ブロック・支部合同総会 第5ブロック

5年ぶりのブロック・支部合同総会

ブロック

第2ブロック・支部合同総会 第2ブロック ブロック長 北嶋宏

第2ブロック・支部（第6・7・8支部）合同総会

令和 6 年 5 月2 0日（月）「 第 5ブロック・支部合同総会」が、タウン
セブン8 階会議室で行われました。5 年ぶりのブロック・ 支部合同総
会となり4 2 名の方が参加されました。

定刻通り1 7 時 3 0 分から「 支部総会」、1 7 時 4 5 分から「ブロック総
会」が開催され、野村ブロック長の挨拶から始まり、第 1 号から第 4 号
議案全ての議案が、皆様のお陰をもち承認されました。

その後、「 懇親会」が開催されました。懇親会は、小川副ブロック長
の乾杯挨拶でスタートし、総会の時とは変わり、賑やかで楽しい会員
同士の懇談が行われました。1 9 時 2 0 分頃に嶋会計監査の中締めで
お開きとなりました。

令和 6 年 5 月2 3日（木）、予定参加者着席後、定刻通り午後 6 時に
昨年同様「 第 2ブロック・支部（第 6・7・8 支部）合同総会」が第 7 支
部会員である老舗のお蕎麦屋さんに於いて開催されました。司会の石
村副ブロック長の進行で開会となり、支部毎に総会を開き、その後、全
体で第 2ブロック総会が行われました。参加者 2 1 名と少し少ないのが
残念ですが、蕎麦会席料理を前に私の挨拶が長くならないように挨拶を
し、 各担当者より令和 5 年度事業報告・ 決算報告、 令和 6 年度事業
計画案・予算案をご報告いただき、定刻通りスムーズに進行しました。

その後の懇親会では、田中副会長より乾杯挨拶をいただき、料理を
楽しみながら話題に尽きることなく、 終了時刻となり、 最後に第 8 支部
稲澤支部長より中締めをしていただき閉会となりました。

時間に追われながらも慌ただしい一時でしたが、とても楽しく、参加
者の皆様には心身共に満足（腹）してお帰りいただけたようで嬉しく思いま
す。次回の企画も楽しみにしていてください。

ブロック・委員会・部会からの報告

厚生事業委委員会・組織委員会

第8回ビジネス交流会 厚生事業委委員会・組織委員会

28社37名の方が参加されました

令和 6 年 5 月2 1日（火）に厚生事業委員会と組織
委員会共催による「 第 8 回ビジネス交流会 」がワイム
貸会議室荻窪に於いて開催されました。 当日は 2 8
社 3 7 名の方が参加されました。

宮嶋厚生事業副委員長の司会のもと、岡田厚生
事業委員長よりあいさつをいただき、 今回も参加者
1 社ずつ自己紹介・会社 P Rをしていただきました。

その後、会場をジュノンに移し、懇親会を行いま
した。 吉冨組織副委員長の司会のもと、 田中副会
長の乾杯で始まり、普段接することの少ない様 々な
業種の方々とお会いし、直接名刺交換をしながら親
睦を深める事ができました。和やかな雰囲気の中で、
今まで知り得なかった会員同士が、お互いに情報交
換のできる、良き機会となりました。最後に水島組織
委員長の中締めで散会となりました。

今後も様々な交流する機会を企画いたしますので、
ぜひご参加ください。
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税制委員会

税制講演会 税制委員会

「給与所得の定額減税」について

令和 6 年 6 月3日（月）午後 3 時より「 税制講演会」が開催されました。
当日は法人会 2 階会議室 2 7 名、オンライン（Z o o m）3 4 名の参加で
した。

「 給与所得の 定額減税 」について荻窪税務署 法人課税第 1 部門 
上席調査官 甲斐様にお話いただきました。皆様熱心に受講されてい
ました。

ブロック・委員会・部会からの報告

女性部会

楽しい研修会 女性部会

命を繋ぐ防災セミナー

令和6年6月14日（金）荻窪法人会2階会議室14名、
オンライン（Z o o m）6 名で 女性部会主催「 楽しい 研
修会 」が開催されました。 今回は防災アドバイザ ー・
防災士の岡部梨恵子様を講師にお招きし、「 命を繋ぐ
防災セミナー～ 過去の災害から私達が何を学んだか
～」についてお話いただきました。

岡部様は過去の災害や今年の能登半島地震につ
いても震災支援を積極的に行 っており、現実的かつ
具体的な防災におけるお話とアドバイスをしていただき
ました。 実際の備蓄はどんなものがどれくらい必要な
のか、 夏場と冬場での防災対策の違い、 災害用伝
言ダイヤル（1 7 1）の利用についてのアドバイス等のお
話をしていただきました。国や自治体等が発信してい
る情報とは少し視点が異なり、実際に災害支援を多
く経験されているからこそ、もっと実用的な防災のお
話を聞くことができました。 大変勉強になり、 今一度
自分自身の備えについて見直す良い 機会となり、 研
修会に参加された皆様も熱心にお話を聞いていらっ
しゃいました。

源泉部会

源泉所得税の初任者向け研修会 源泉部会

「源泉所得税のしくみ」

令和 6 年 6 月2 1日（金）午後 3 時より荻窪法人会 2 階会議
室とオンライン（Z o o m）において1 2 名（内 Z o o m 4 名）の参
加で源泉部会主催「 源泉所得税の初任者向け研修会」が開
催されました。

当日は荻窪税務署 法人課税第 1 部門 甲斐上席調査官
を講師にお招きし「 源泉所得税のしくみ」についてお話いただ
きました。
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開催直前の激しい雷雨から笑顔の絶えない楽しいバーベキュー大会に

令和 6 年 7 月6日（土）午後 6 時 3 0 分より厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会共催の納涼バーベキュー大会が開催されまし
た。大人 7 3 名、子供 1 2 名、幼児 1 5 名の総勢 1 0 0 名の方々にご参加いただきました。この日は天気が不安定で、午後 5 時の時点では激
しい雷雨に見舞われ、開催できるかどうか心配でしたが、午後 6 時を過ぎると雨もやみ、委員の皆様が急ピッチで準備に取り掛かり、無事に
開催する事ができました。荻窪タウンセブン8 階から見る雷の稲妻の激しく落ちる様子が今でも忘れられません。

雨もやみ、少し涼しく過ごしやすい天候になった中、田中副会長より乾杯のご挨拶をいただきバーベキューがスタートとなりました。今回の
お食事もリストランテ ドラマティコ様にご用意いただき、4 時間焼き上げてくださったステーキをはじめ、本当にどれも美味しいお料理ばかりで、
皆さま大変喜ばれていました。

子どもたちの楽しそうな声が響き渡り、笑顔の絶えない楽しい雰囲気の中で開催され、楽しいバーベキュー大会となりました。

ブロック・委員会・部会からの報告

東京商工会議所杉並支部「支部設立50周年式典」において、
荻窪法人会が表彰されました。

令和 6 年 7 月1 8日（木）京王プラザホテルに於いて東京商工会議所杉並
支部の「 支部設立 5 0 周年記念講演会・式典・懇親会」が開催されました。
式典の中で、荻窪法人会が表彰されました事をご報告いたします。

荻窪法人会では、年に4回会報誌を発行しています。
荻窪法人会の会員約1,250社に会報や事業案内をラッピングして冊子小包で
会員企業宛に配送しています。
会報誌にチラシ同封をしていただき、ぜひ貴社のPRや各種イベント・研修会・
セミナーの周知にご活用ください！

※B4とA3については、半分に折ったもの
をご用意ください。用紙が折られていない
場合は、折込代を別途ご請求させていただく
場合がございますので、ご了承ください。

※内容が続くもので複数枚になる場合は、
事前にホチキスでお留めいただき、お送り
ください。事務局側でのホチキス留めは出来
かねますのでご了承ください。料金は2枚
続く場合は2種類のカウントとなり、3枚続く
場合は3種類のカウントとなりますので、
お知りおきください。

【 料 金（1種類） 】

B5（片面・両面）：10,000円（税別）

A4（片面・両面）：12,000円（税別）

B4（片面・両面）：16,000円（税別）

A3（片面・両面）：20,000円（税別）

ご希望の場合は、法人会事務局まで
お電話またはメールにてご連絡ください。

お申し込み方法

会報が発行され、会員企業宛に配送が完了しましたら、ご請求書を
お送りさせていただきますので、お支払いのお手続きをお願いいたします。

お支払い方法

法人会事務局にお申し込みいただきましたら、
1,250枚のチラシを法人会事務局までお送りください。

お申し込み後の流れ

何かご不明点等ございましたら、法人会事務局までお気軽にお尋ねください。

 【荻窪法人会事務局】  杉並区天沼3-7-3
電話：3392-1338・FAX：3391-8388・メール：ogiho@ans.co.jp

お問い合わせ先

会報同封チラシのご案内
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